
旭
日
中
綬
章
（
地
方
自
治
功
労
）

村
田
哲
雄
さ
ん

元
山
口
県
議
会
議
員

78
歳
（
東
深
川
田
屋
）

平
成
19
年
秋
の
叙
勲
に
、
市
内
か
ら
４
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

藤
田
光
久
さ
ん

元
長
門
市
長

75
歳
（
東
深
川
江
良
）

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
功
労
）

本
永
　
博
さ
ん

元
長
門
市
消
防
団
長

75
歳
（
油
谷
向
津
具
下
久
津
）

瑞
宝
単
光
章
（
看
護
業
務
功
労
）

藤
本
順
子
さ
ん

福
永
病
院
総
看
護
師
長

67
歳
（
日
置
上
茅
刈
）

第
54
回
長
門
市
民
駅
伝

参
加
チ
ー
ム
募
集

長
門
市
体
育
協
会
で
は
、
第
54
回

長
門
市
民
駅
伝
大
会
に
参
加
す
る
チ

ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時
　
１
／
27
（日）

雨
天
決
行

開
会
式
　
８：

30
〜

■
開
会
式
　
市
役
所
南
側
駐
車
場

■
部
門
　

一
般
１
〜
３
部
、
高
校

男
子
、
中
学
生
男
子
、
一
般
女
子
、

中
学
校
・
高
校
女
子
、
小
学
生

■
参
加
資
格
　

・
一
般
の
部
は
、
市
内
に
居
住
ま
た

は
市
内
在
職
の
社
会
人
と
す
る

（
中
・
高
校
生
の
参
加
は
２
名
ま

で
）
体
育
協
会
加
盟
登
録
チ
ー
ム

で
出
場
す
る
場
合
に
限
り
市
外
者

の
出
場
を
認
め
る

・
高
校
の
部
は
、
市
内
に
居
住
ま
た

は
市
内
の
高
校
に
在
学
の
高
校
生

と
す
る

・
小
学
生
の
部
は
、
３
年
生
以
上
と

す
る
（
男
女
混
合
可
）。
３
年
生

の
出
場
は
1.5
㎞
以
内
の
区
間（
１
、

３
、
４
区
）
に
限
る

■
編
成
　
監
督
１
人
、
選
手
６
人
、

補
員
２
人
、
計
９
人
　
（
一
般
の

部
に
参
加
す
る
チ
ー
ム
は
役
員
を

１
人
出
し
て
く
だ
さ
い
）

■
参
加
料
　
　
２
、
０
０
０
円

（
高
校
生
以
下
の
チ
ー
ム
は
除
く
）

■
申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
参
加
料
を
添
え

て
申
し
込
む
。
１
日
保
険
に
加
入

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
保
険
料

（
一
人
200
円
×
人
数
）
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限
　
12
／
21
（金）

不
動
産
の
公
売

市
で
は
、
市
税
等
の
滞
納
処
分
と

し
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
、
入

札
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

■
入
札
日
時
／
場
所
　

・
12
／
18
（火）

10：

00

受
付
開
始

10：

30

入
札
開
始

（
入
札
開
始
以
降
の
入
場
不
可
）

・
長
門
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

■
公
売
物
件
　
土
地
及
び
建
物

（
一
括
公
売
と
な
り
ま
す
）

土
地
（
557
・
12
㎡
）

・
東
深
川
971
‐
４
　
宅
地
166
・
94
㎡

・
東
深
川
971
‐
５
　
宅
地
318
・
28
㎡

・
東
深
川
971
‐
17

宅
地
71
・
90
㎡

建
物東

深
川
971
‐
５

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
陸
屋
根

地
下
１
階
付
３
階
建

１
階
　
　
　
308
・
66
㎡

２
階
　
　
　
266
・
15
㎡

３
階
　
　
　
272
・
63
㎡

地
下
１
階
　
14
・
62
㎡

合
計
　
　
　
862
・
06
㎡

■
見
積
価
格
　

689
万
円

■
公
売
保
証
金

70
万
円

■
そ
の
他
　
市
税
納
付
に
よ
り
中
止

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
徴
収
係

長
門
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
ク
リ
ス
マ
ス
会

長
門
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
、
小
学
生
や
幼
児
の
み
な
さ

ん
と
楽
し
く
遊
ぶ
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
／
16
（日）

10：

00
〜
12：

00

（
受
付
９：

20
〜
）

■
場
所
　
な
が
と
総
合
体
育
館

軽
運
動
室

■
内
容
　
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
先
生
と
過
ご
す
楽
し
い
ク

リ
ス
マ
ス
会

■
対
象
　
小
学
生
、
幼
児

※
幼
児
は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
お
願

い
し
ま
す
、
小
学
生
に
つ
い
て
も

送
迎
を
確
実
に
お
願
い
し
ま
す

■
募
集
定
員
　
小
学
生
、
幼
児
あ
わ

せ
て
60
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料
　
１
人
　
100
円
（
保
険
代

と
し
て
・
当
日
受
付
で
集
金
）

■
持
参
物
　

・
上
履
き
ま
た
は
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

・
300
円
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
プ
レ

ゼ
ン
ト
交
換
用
で
す
、
男
女
兼
用

の
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
）

■
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
り
次
の
と
お
り

申
し
込
む

・
往
信
側
（
表
面
）

〒
759
‐
4101

長
門
市
東
深
川
2660
‐
４

長
門
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

・
往
信
側
（
裏
面
）

参
加
者
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
性
別
、

学
年
、
子
ど
も
会
名
（
所
属
が
あ

る
場
合
の
み
）、
保
護
者
氏
名
、

電
話
番
号

・
返
信
側
（
表
面
）

住
所
、
参
加
者
氏
名

※
返
信
側
裏
面
は
招
待
状
に
な
り
ま

す
の
で
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い

※
兄
弟
姉
妹
等
で
参
加
の
場
合
は
往

復
ハ
ガ
キ
に
複
数
の
参
加
者
の
名

前
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限
　
12
／
12
（水）
（
必
着
）

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
社
会
教
育
係

年
末
年
始
の

交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
10
日
（月）
か
ら
１
月
３
日
（木）
ま

で
、
年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。年
末
年
始
は
、

帰
省
や
レ
ジ
ャ
ー
に
伴
い
、
交
通
量

が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
忘
年
会
や

新
年
会
等
に
よ
り
飲
食
の
機
会
も
多

く
な
る
こ
と
か
ら
、
死
亡
事
故
な
ど

の
重
大
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
県

民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識
を

高
め
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
よ
り
、
交

通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
重
点
目
標

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
早
朝
・
薄
暮
時
の
交
通
事
故
防
止

・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

■
問
い
合
わ
せ
　

地
域
安
全
係

観
光
地
環
境
美
化
事
業

補
助
制
度

市
で
は
、
各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ

等
が
観
光
地
整
備
ま
た
は
環
境
美
化

の
た
め
に
行
う
事
業
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

花
木
な
ど
の
植
栽
・
管
理
、
花
壇

等
の
造
成
を
実
施
・
計
画
し
て
い
る

団
体
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
補
助
額

事
業
費（
運
搬
等
諸
経
費
を
含
む
）

の
１
／
３
に
相
当
す
る
額
以
内

■
申
込
期
限

平
成
20
年
１
／
15
（火）

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
観
光
振
興
係

年
末
年
始
の

し
尿
収
集
業
務
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
し
尿
収
集
業
務
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
年
末
は
申
し
込

み
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
内
の
汲
み
取
り
申
込
期

限
に
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

長
門
・
日
置
・
油
谷
地
区

■
休
業
期
間

12
／
29
（土）
〜
１
／
３
（木）

■
年
内
の
汲
み
取
り
申
込
期
限

12
／
17
（月）

■
し
尿
収
集
業
者

（有）
長
門
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

TEL
26
‐
２
７
５
２

油
谷
営
業
所

TEL
32
‐
２
３
４
５

三
隅
地
区

■
休
業
期
間

12
／
29
（土）
〜
１
／
３
（木）

■
年
内
の
汲
み
取
り
申
込
期
限

12
／
27
（木）

■
し
尿
収
集
業
者

（有）
馬
場
ク
リ
ー
ンTEL

43
‐
０
３
０
３

※
市
役
所
窓
口
、
清
掃
工
場
な
ど
の

年
末
年
始
の
業
務
は
、
12
／
15
号

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
環
境
衛
生
係

■
監
督
会
議
　

・
日
時

１
／
18
（金）

18：

30
〜

・
場
所
　
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー

※
欠
席
チ
ー
ム
は
出
場
で
き
ま
せ

ん
。
代
理
出
席
の
場
合
は
同
一
チ

ー
ム
内
か
ら
出
席
す
る
こ
と
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　

体
育
係



仙
崎
イ
カ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
が
募
集
し
た
「
仙
崎
イ
カ
」

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
定
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
新
鮮
な
「
仙
崎
イ
カ
」
を
表
現
し
、
こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト

に
ふ
さ
わ
し
い
、
親
し
み
や
す
い
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

幅
広
く
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

③
縮
小
し
て
も
可
読
性
・
可
視
性
が
保

た
れ
、
単
色
で
表
現
し
て
も
イ
メ
ー

ジ
が
損
な
わ
れ
な
い

④
５
本
足
で
す
が
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩

「
見
え
ぬ
け
れ
ど
も
あ
る
ん
だ
よ
、

見
え
ぬ
も
の
で
も
あ
る
ん
だ
よ
」
と

い
う
思
い
で
採
用
し
ま
し
た

■
デ
ザ
イ
ン
公
募
入
賞
者
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
福
田
彰
宏
（
千
葉
県
）

優
秀
賞

奥
野
智
之
（
東
京
都
）

杉
浦
和
彦
（
下
関
市
）

中
本
竹
識
（
北
九
州
市
）

西
　
泰
伸
（
和
歌
山
県
）

※
応
募
者
匿
名
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
最
優
秀
賞
の
福
田
彰
宏
さ
ん
は
長

門
市
市
章
の
作
者
で
し
た

仙
崎
イ
カ
す
キ
ャ
ラ
愛
称
募
集

■
応
募
資
格

・
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

■
応
募
締
切

・
12
／
20
（木）
（
必
着
）

■
応
募
方
法

・
応
募
様
式
は
問
い
ま
せ
ん

・
愛
称
、
愛
称
の
簡
単
な
説
明
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
持
参
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募

く
だ
さ
い

・
応
募
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す

・
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

■
審
査
・
発
表
・
表
彰

・
厳
正
な
審
査
に
よ
り
、
最
優
秀
賞
１

点
（
採
用
作
品
）
と
優
秀
賞
２
点
を

選
定
し
ま
す
（
同
一
作
品
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）

・
審
査
結
果
は
受
賞
者
の
み
通
知
し
ま

す
（
１
月
上
旬
予
定
）

・
最
優
秀
賞
に
は
仙
崎
イ
カ
等
水
産
加

工
品
詰
め
合
わ
せ
（
２
万
円
相
当
）、

優
秀
賞
に
は
冷
凍
便
「
仙
崎
イ
カ
活

き
造
り
」（
５
千
円
相
当
）
を
贈
呈

し
ま
す

■
そ
の
他

・
採
用
作
品
の
著
作
権
そ
の
他
一
切
の

権
利
は
仙
崎
イ
カ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

協
議
会
に
帰
属
し
ま
す

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
759
‐
4192
長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

長
門
市
役
所
水
産
課
内

仙
崎
イ
カ
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
協
議
会
事
務
局

TEL
23
‐
１
１
４
５
　

FAX
23
‐
１
１
４
６

Ｅ
メ
ー
ル

su
isa
n
@
c
ity.n

a
g
a
to
.lg
.jp

仙
崎
イ
カ
す
キ
ャ
ラ
審
査
結
果

仙
崎
イ
カ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会

が
主
催
し
た
「
仙
崎
イ
カ
す
キ
ャ
ラ
選

手
権
」
に
は
、
全
国
か
ら
291
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
１
次
審
査
で
５
作
品

に
絞
り
込
み
、
な
が
と
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
の
中
で
市
民
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
基
に
、
市
内
在
住
の
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
尾
崎
眞
吾
さ
ん
を
は
じ

め
17
人
の
委
員
で
審
査
を
行
い
、
次
の

理
由
で
決
定
し
ま
し
た
。

①
旬
の
仙
崎
イ
カ
の
丸
々
太
っ
た
肉
厚

な
感
じ
が
し
っ
か
り
表
現
さ
れ
、
コ

ロ
コ
ロ
し
た
丸
い
イ
メ
ー
ジ
が
親
し

み
や
す
さ
を
感
じ
さ
せ
る

②
シ
ン
プ
ル
で
可
愛
い
マ
ー
ク
的
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
表
情
の
変
化
な
ど

自
然
薯
収
穫
見
学
＆

ソ
バ
打
ち
体
験
参
加
者
募
集

市
で
は
、
市
内
の
産
業
に
親
し
み

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
産
品
の

積
極
的
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

「
産
業
見
学
・
体
験
ツ
ア
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。

地
元
俵
山
の
特
産
品
で
あ
る
自
然

薯
の
収
穫
見
学
や
ソ
バ
打
ち
体
験
、

打
ち
た
て
ソ
バ
の
試
食
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
日
時
　
12
／
12
（水）
９：
30
〜
15：

00

■
集
合
時
間
　
９：

20

■
集
合
場
所
　

市
役
所
本
庁
南
側
駐
車
場

■
見
学
・
体
験
場
所

・
自
然
薯
収
穫
　
俵
山
増
野
氏
ほ
場

・
自
然
薯
加
工
見
学

俵
山
加
工
場
（
購
入
可
）

・
ソ
バ
打
ち
体
験
　
俵
山
公
民
館

・
俵
山
温
泉
街
散
策

■
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に

勤
務
す
る
人

■
参
加
料
　
800
円

（
ソ
バ
打
ち
体
験
料
・
昼
食
代
）

■
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
電
話
で
６
次
産
業
推

進
室
へ
申
し
込
む

■
申
込
期
限
　
12
／
10
（月）
（
必
着
）

■
問
い
合
わ
せ
　
６
次
産
業
推
進
室

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
31
日
ま
で
に

地
方
税
法
に
よ
り
固
定
資
産
（
償
却

資
産
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
１
月

１
日
が
基
準
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

所
有
者
は
、
１
月
31
日
（木）
ま
で
に
所

在
す
る
市
町
村
の
税
務
課
へ
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
船
舶
の
申

告
に
つ
い
て
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

申
告
書
の
必
要
な
人
や
申
告
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
税
務
課
固
定
資
産

税
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
償
却
資
産
と
は
　
土
地
お
よ
び
家

屋
以
外
の
事
業
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
資
産
を
い
い
、構
築
物
、

機
械
お
よ
び
装
置
、
船
舶
、
工
具
、

器
具
、
備
品
な
ど
で
す

（
例
）
レ
ジ
ス
タ
ー
、
業
務
用
冷
蔵

庫
、
事
業
用
の
パ
ソ
コ
ン

（
対
象
外
）

・
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
対
象

と
な
る
自
動
車
等

・
耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は
取

得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産

で
、
一
時
損
金
ま
た
は
必
要
経
費

に
算
入
さ
れ
た
も
の

・
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産

で
、
一
括
し
て
３
年
間
で
損
金
ま

た
は
必
要
経
費
に
算
入
す
る
方
法

を
選
択
さ
れ
た
も
の

■
問
い
合
わ
せ
　

固
定
資
産
税
係

放
送
大
学

４
月
入
学
生
募
集

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。

た
だ
い
ま
平
成
20
年
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料

を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
内
容

・
教
養
学
部

全
科
履
修
生
（
４
年

以
上
在
学
、
学
位
取
得
）、
選
科

履
修
生
（
１
年
間
在
学
）、
科
目

履
修
生
（
半
年
間
在
学
）

・
大
学
院

修
士
選
科
生
（
１
年
間

在
学
）、
修
士
科
目
生
（
半
年
間

在
学
）

■
受
付
期
間
　
12
／
15
（土）
〜

平
成
20
年
２
／
29
（金）

■
問
い
合
わ
せ

〒
756
‐
0884
山
陽
小
野
田
市

大
学
通
１
‐
１
‐
１

山
口
東
京
理
科
大
学
構
内

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
６
‐
８
８
‐
３
０
２
０

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.u
-a
ir.a
c
.jp

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
国
際
交
流
事
業

文
部
科
学
省
所
管
（財）
国
際
青
少

年
研
修
協
会
で
は
、
平
成
20
年
春
休

み
に
青
少
年
を
対
象
に
国
際
交
流
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解

や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

■
内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校
体

験
、
英
語
研
修
、
野
外
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
文
化
交
流
、

地
域
見
学
等

■
派
遣
先

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ジ
ー
、
韓
国

■
対
象

小
学
校
２
年
生
〜
高
校
３
年
生

■
日
程

平
成
20
年
３
／
26
〜
４
／
６

（
８
〜
12
日
間
）

■
参
加
費
　
16
・
８
〜
36
万
円

※
共
通
経
費
と
し
て
別
途
３
万
円
必

要
で
す

■
申
込
締
切
　
平
成
20
年
２
／
７
（木）

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

〒
160
‐
0004
東
京
都
新
宿
区
四
谷

２
‐
11

大
村
ビ
ル
３
階
　

（財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

TEL
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

FAX
０
３
‐
３
３
５
４
‐
２
２
０
７

Ｅ
メ
ー
ル
　in

fo
@
kskk.o

r.jp
h
ttp
://w

w
w
.kskk.o

r.jp

高
校
３
年
生
〜
大
人
の
た
め
の

冬
期
海
外
派
遣
事
業
参
加
者
募
集

文
部
科
学
省
所
管
（財）
国
際
青
少

年
研
修
協
会
で
は
、
青
年
海
外
派
遣

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
語
学
研
修
や
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
、
異
世
代
と
の
交
流
を

通
じ
て
、見
聞
を
深
め
る
と
と
も
に
、

国
際
的
視
野
に
立
っ
て
物
事
を
考

え
、
積
極
的
に
行
動
で
き
る
青
年
の

育
成
を
目
指
し
て
実
施
し
ま
す
。

■
内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
語
学
研

修
、
異
世
代
交
流
、
教
育
現
場
見

学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
文
化

交
流
等

■
派
遣
先
　
ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア

■
対
象

高
校
３
年
生
〜
大
人

■
日
程
　
平
成
20
年
２
月
下
旬
〜
３

月
上
旬
（
10
〜
15
日
間
）

■
参
加
費
　
29
〜
36
・
８
万
円

※
共
通
経
費
と
し
て
別
途
２
万
円
必

要
で
す

■
申
込
締
切

平
成
20
年
１
／
17
（木）

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

〒
160
‐
0004
東
京
都
新
宿
区
四
谷

２
‐
11

大
村
ビ
ル
３
階
　

（財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

TEL
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

FAX
０
３
‐
３
３
５
４
‐
２
２
０
７

Ｅ
メ
ー
ル
　in

fo
@
kskk.o

r.jp
h
ttp
://w

w
w
.kskk.o

r.jp

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習

通
信
講
座
受
講
者
募
集
中

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
趣
味
か
ら
資

格
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
通
信
講

座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
丁
寧
な
添

削
で
、初
め
て
の
方
で
も
安
心
で
す
。

ま
ず
は
無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

■
講
座
　
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
書

道
、
ペ
ン
字
、
写
経
、
水
彩
画
、

絵
手
紙
、
写
真
、
文
章
教
室
、
古

文
書
、
漢
方
薬
膳
、
ハ
ー
ブ
、
園

芸
、
折
り
紙
、
ハ
ン
グ
ル
、
医
療

事
務
、
介
護
事
務
、
簿
記
な
ど

■
受
講
期
間
　
３
ヵ
月
〜
１
年

（
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
受
講
申
込
　
年
中
受
付

■
案
内
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ

〒
186
‐
8001
東
京
都
国
立
市

富
士
見
台
２
‐
36

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
広
報
部

TEL
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１



き
具
合
も
味
も
良
好
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と
に
全
国

や
き
と
り
協
議
会
の
審
査
員
が
審
査
、

認
定
し
ま
す
。

今
年
も
快
晴
に
恵
ま
れ
た
好
条
件

（
や
き
と
り
日
和
）
の
も
と
、
約
40
人

の
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
焼
き
上
げ
、
串

を
折
る
こ
と
な
く
持
ち
上
げ
る
こ
と

に
成
功
。
協
議
会
本
部
（
埼
玉
県
東
松

山
市
）
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
樋
口

秀
一
審
判
長
が
世
界
記
録
認
定
（
20
ｍ

71
cm
）
の
宣
言
を
す
る
と
、
会
場
は
拍

手
と
万
歳
の
声
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
子
ど
も
た
ち
も
昨
年
の
長

門
市
の
記
録
13
ｍ
28
cm
に
成
功
し
て
、

「
焼
き
鳥
の
ま
ち
・
な
が
と
」
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
く
れ
ま
し
た
。

実
は
、
こ
の
「
セ
カ
チ
ョ
ウ
」
へ
の

挑
戦
は
ま
ち
づ
く
り
発
信
だ
け
で
な

く
、
自
治
体
交
流
に
も
大
き
く
貢
献
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
セ
カ
チ
ョ

ウ
合
戦
」
の
口
火
を
切
っ
た
川
俣
町
の

五
十
嵐
俊
夫
副
町
長
も
早
速
リ
ベ
ン

ジ
宣
言
。
会
津
養
鶏
協
会
の
関
澤
好

春
事
務
局
長
は
、
来
年
の
『
戊
辰
戦
争

一
四
〇
年
』
に
は
「
会
津
地
鶏
が
勝
っ

て
長
州
取
り
・

・

」
と
《
や
き
と
り
戊
辰
戦

争
》
を
予
告
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

歴
史
の
わ
だ
か
ま
り
も
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
付
き
合
い
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
、
そ
れ
が
「
や
き
と
り
交
流
」

の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

当
日
は
、
こ
の
「
や
き
と
り
交
流
」

の
仕
掛
け
人
・
土
井
中

ど

い

な

か

照あ
き
ら

さ
ん
（
愛
媛

やきとり交流

「
第
23
回
な
が
と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
た
10
月
28
日
、
昨
年
に
引

き
続
き
今
年
も
『
焼
き
鳥
の
長
さ
世

界
一
（
セ
カ
チ
ョ
ウ
）』
の
記
録
が
達

成
さ
れ
ま
し
た
。

13
ｍ
28
cm
が
昨
年
長
門
市
の
達
成

し
た
記
録
で
し
た
が
、
そ
の
後
和
歌
山

県
日
高
川
町
や
岩
手
県
二
戸
市
な
ど

が
新
記
録
を
更
新
、
今
年
の
８
月
に
は

福
島
県
川
俣
町
が
３
度
目
の
王
者
に

輝
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
川
俣
町
が

持
つ
18
ｍ
18
cm
の
記
録
に
、
長
門
青
年

会
議
所
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
し
た
メ

ン
バ
ー
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

一
本
の
竹
串
に
鶏
肉
を
刺
し
炭
火

で
焼
き
上
げ
た
焼
き
鳥
の
長
さ
を
競

う
も
の
で
す
が
、
木
炭
は
備
長
炭
、
焼

県
今
治
市
）
も
会
場
に
駆
け
つ
け
て
く

れ
て
、
大
衆
グ
ル
メ
の
代
表
格
『
や
き

と
り
』
の
普
及
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

「
や
き
と
り
サ
ミ
ッ
ト
」、「
セ
カ
チ

ョ
ウ
挑
戦
」
と
、
ま
だ
ま
だ
焼
き
鳥
は

私
た
ち
を
熱
く
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

■三隅総合支所（２階会議室）
１月９日（水）9：00～11：30
■日置総合支所（市民相談室）
１月16日（水）9：00～11：30
■油谷総合支所（２階応接室）
１月28日（月）9：00～11：30
■長門市役所本庁（３階中会議室）
１月30日（水）9：00～11：30
12月の「こんにちは市長室」は議会や

行事等により休止します。
■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113

コ
ー
ル
・
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ

第
23
回
定
期
演
奏
会

女
声
合
唱
団
コ
ー
ル
チ
ュ
ラ
カ
ー

ギ
で
は
第
23
回
定
期
演
奏
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時

12
／
15
（土）

18：

00
開
場
　
18：

30
開
演

■
場
所
　長

門
市
中
央
公
民
館
大
講
堂

■
入
場
料
　
500
円

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す▲ 前田麻名さん

11
月
13
日
、
全
国
大
会
出
場
者

の
激
励
会
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
出
場
者
・
大
会
名
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

●
高
円
宮
杯
第
59
回
全
日
本
中
学

校
英
語
弁
論
大
会
／
11
月
22
日

〜
24
日
／
東
京
都
千
代
田
区

前
田
　
麻
名
（
三
隅
中
３
年
）

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
海
外
の
恵

ま
れ
な
い
人
々
に
援
助
の
手
を
差
し

延
べ
る「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」

を
12
月
１
日
（土）
か
ら
25
日
（火）
ま
で
の

間
実
施
し
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、
世
界
各

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
で
す
。

拉
致
問
題
な
ど
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
こ
の
問
題
へ
の
認
識
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

内
閣
官
房
拉
致
問
題
対
策
本
部

事
務
局
総
合
調
整
室

TEL
０
３
‐
５
２
５
３
‐
２
１
１
１

地
で
多
発
す
る
自
然
災
害
や
紛
争
等

に
よ
る
犠
牲
者
の
緊
急
援
助
、
開
発

途
上
国
赤
十
字
社
の
行
う
保
健
衛

生
・
災
害
対
策
事
業
お
よ
び
青
少
年

の
教
育
支
援
事
業
等
の
開
発
協
力
に

役
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

義
援
金
窓
口
は
、
郵
便
局
、
取
扱

表
示
の
あ
る
金
融
機
関
、
農
業
協
同

組
合
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
各
放
送
局
、
日
本
赤

十
字
社
（
支
部
、
病
院
、
血
液
セ
ン

タ
ー
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部

TEL
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
１
０
２

冬
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
・

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

今
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

地
球
温
暖
化
。
こ
の
問
題
解
決
の
た

め
、
国
で
は
国
民
す
べ
て
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
「
チ
ー
ム
マ
イ
ナ

ス
６
％
」
や
「
め
ざ
せ
！
１
人
、
１

日
、
１
㎏
CO2
削
減
」
な
ど
の
国
民
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
と
連
携
し
て
山
口
県
で

は
「
冬
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
・
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
取
り
組

み
ま
す
。
特
に
12
月
は
「
地
球
温
暖

化
防
止
月
間
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

12
月
を
「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤
強
調

油
谷
郷
土
文
化
会

文
化
講
演
会

油
谷
郷
土
文
化
会
で
は
、
文
化
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

12
／
15
（土）10：

00
〜
11：

30

■
会
場
　
油
谷
中
央
公
民
館

■
演
題

防
府
市
出
身
の
大
作
曲
家

「
大
村
能
章
」
の
人
と
音
楽

（
講
話
と
歌
唱
実
演
）

■
講
師
　
田
中
孝
二
郎
　
氏

（
大
村
能
章
顕
彰
会
前
副
会
長
）

■
入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

油
谷
郷
土
文
化
会
（
前
田
）

TEL
32
‐
０
７
５
６

月
間
」
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

■
実
施
期
間

12
／
１
（土）
〜
平
成
20
年
２
／
29
（金）

■
取
組
内
容

・
エ
コ
ス
タ
イ
ル（
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
）

着
る
も
の
を
工
夫
し
て
、
暖
房
の

設
定
温
度
を
20
℃
に
し
よ
う

・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

駐
停
車
時
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
し
よ
う

・
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤
を
し
よ
う

・
そ
の
他
の
取
り
組
み

節
水
、
節
電
を
し
よ
う

過
剰
包
装
を
断
ろ
う

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
用

し
よ
う

地
産
地
消
を
し
よ
う

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
環
境
生
活
部

環
境
政
策
課
温
暖
化
対
策
班

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
６
９
０

年
末
年
始
の
旅
券

（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
事
務

年
末
年
始
の
旅
券
事
務
の
取
り
扱

い
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
県
庁
内
旅
券
セ
ン
タ
ー
で

12
月
20
日
（木）
ま
で
に
申
請
し
た
人
、

萩
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
12
月
18

日
（火）
ま
で
に
申
請
し
た
人
は
年
内
に

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
年
末
年
始
の
窓
口
業
務

（
申
請
受
理
・
交
付
）
実
施
日

・
年
末

平
成
19
年
12
月
28
日
（金）
で
終
了

・
年
始

平
成
20
年
１
月
４
日
（金）
か
ら
開
始

登
記
事
項
証
明
書
の
請
求
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で

現
在
、
会
社
や
自
宅
に
い
な
が
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
登
記
事
項
証
明

書
の
送
付
請
求
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

本
年
４
月
１
日
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
登
記
事
項
証
明
書
請
求
の

手
数
料
は
１
通
あ
た
り
１
、０
０
０
円

か
ら
７
０
０
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

郵
送
料
も
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
登
記
事
項
証
明
書
請
求
手
数
料

・
窓
口
で
の
請
求
　
１
、
０
０
０
円

・
通
常
の
郵
便
請
求
（
返
信
郵
送
料

請
求
者
負
担
）

１
、
０
０
０
円

・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
請
求
（
返
信
郵
送

料
法
務
局
負
担
）

７
０
０
円

※
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
さ
れ
る

に
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
必
要
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
無
料
）
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

す
る
等
の
事
前
準
備
が
必
要
で

す
。
く
わ
し
い
利
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
４
７
８

法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://h
o
u
m
u
kyo
ku
.

m
o
j.g
o
.jp
/

■
問
い
合
わ
せ

コ
ー
ル
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ
（
重
村
）

TEL
22
‐
０
７
４
０

■
旅
券
発
給
の
特
例
（
緊
急
発
給
）

年
末
年
始
の
窓
口
休
業
日
に
緊
急

事
態
（
人
道
的
ケ
ー
ス
に
限
る
）
に

よ
り
、
旅
券
を
必
要
と
す
る
場
合

は
、
県
庁
守
衛
室
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
緊
急
発
給
は
県

庁
内
旅
券
セ
ン
タ
ー
の
み
で
、
他

の
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
取

り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん

■
県
庁
守
衛
室
直
通
電
話

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
２
３
４

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
地
域
振
興
部

国
際
課
旅
券
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
３
５
２

自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー

（社）
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
自

賠
償
と
任
意
自
動
車
保
険
に
関
す
る

手
続
き
等
に
つ
い
て
セ
ン
タ
ー
相
談

員
や
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
を
お
受

け
す
る
「
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に
よ
る
電
話
相

談
・
面
談
相
談
（
全
国
共
通
）

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

９：

00
〜
12：
00

13：

00
〜
17：
00

■
弁
護
士
に
よ
る
面
談
相
談

（
山
口
相
談
セ
ン
タ
ー
）

毎
月
第
一
火
曜
日

13：

00
〜
16：

00

※
要
予
約
・
電
話
相
談
不
可

■
相
談
内
容

自
賠
責
お
よ
び
任
意
自
動
車
保
険

の
保
険
金
・
損
害
賠
償
費
用
の
請

求
手
続
き
、
示
談
方
法
、
過
失
割

合
・
治
療
費
・
休
業
損
害
・
慰
謝

料
・
修
理
費
等
に
関
す
る
基
礎
的

知
識
等
（
示
談
の
介
入
・
斡
旋
は

行
い
ま
せ
ん
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0076
山
口
市
泉
都
町
７
‐
11

損
保
ジ
ャ
パ
ン
山
口
ビ
ル
５
Ｆ
　

（社）
日
本
損
害
保
険
協
会
中
国
支
部

山
口
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
‐
９
２
５
‐
０
９
９
９


